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部が直接統括する分野別委員会合同分科会の設置について 
 

分科会等名：「科学技術の光と影を生活者との対話から明らかにする」分科会                   
１ 担当部及び関

係委員会名 
第三部 

２ 委員の構 成 20 名以内の会員又は連携会員の者 

３ 設 置 目 的  科学技術の開発と社会への導入の速度が極めて速く、社

会の受容が技術開発に追随できない場合が生じている。社

会へのインパクトを考慮した技術開発と、社会へ導入後の

フォローアップが今後一層強く求められる。また、社会へ

のインパクトをあらかじめ考えておかないと、短絡的な規

制が行われる事態を招きかねず、グローバル標準から外れ

た規制となった場合には適正な経済発展に影響を及ぼす可

能性も生じる。このような情勢に鑑み、第三部直轄の「科

学技術の光と影を生活者との対話から明らかにする」分科

会を設置し、日常生活に関わるマルチステークホルダーの

視点から、理学および工学分野における科学技術の「光」

および「影」とは何か、「影」の克服事例、科学技術の社会

に与える影響、規制が科学技術や社会と経済の発展に及ぼ

す影響などを対比させ、その適切なあり方を提示する。 
 幹事会附置委員会「原子力利用の将来像についての検討委

員会」は原子力発電を含む原子力の平和利用に対する現代的

課題を論じている。第一部の直轄する合同分科会「科学と社

会の在り方を再構築する分科会」にて、科学者の信頼回復と

巨大リスクに対する政治的決定などを論じている。社会学委

員会「情報と社会変容分科会」にて情報技術の展開による社

会システムおよび社会関係資本の変容などを論じている。こ

れに対し、本分科会は日常生活との関わりに注目し、シンポ

ジウムなどによって得られる市民からの意見もあわせて議

論する。情報学委員会「安全・安心社会と情報技術分科会」、

総合工学委員会・機械工学委員会合同「工学システムに関す

る安全・安心・リスク検討分科会」からも参加を得て連携し、

次世代の明るい未来を拓く科学技術の発展をめざす。 
４ 審 議 事 項  ・理学および工学分野における解明対象科学技術項目の抽

出、「光」、「影」、社会インパクトや導入フォローアップ検討 
・理学・工学分野における科学・夢ロードマップ振り返り 
・地区協議会などと共催の公開シンポジウム開催による市

民からのフィードバック 
５ 設 置 期 間  時限設置 平成 27 年 10 月 30 日～平成 29 年 9 月 30 日 

常  設 
６ 備    考 ※委員の構成の修正 

（分科会の委員は、会員又は連携会員で構成されるため） 
 


